








　Dr. Tokuzo Fukuda was a scholar of economics and social policy, as well as a pioneer of Taisho 
Democracy. He read Capital （Das Kapital） by Karl Marx in German. In those days nobody read 
it in original language. So Toshihiko Sakai and other socialists respected Dr. Fukuda, though 
they criticized his opinion. Fukuda opposed to the socialism and the Marxism, but he had a 
certain measure of sympathy for socialists, especially Toshihiko Sakai.
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１． はじめに
　福田徳三博士（１８７ ４ - １９３０）は、１９０５ （明治３８） 年東京高等商業学校休職中、マルクスの『資本
論』（Das Kapital）全編を原文で通読した１）。堺利彦ら社会主義者たちは、福田の言論を批判し
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福田徳三と堺利彦をめぐって
　

















































































百年史』上 S５５  ７０８頁）。また、『田口卯吉全集』第２巻「文明史及社会論」解説（S２.７）を「文明
史家としての田口鼎軒先生」として、東京商科大学の『商学研究』第７巻１号（S２.１０）に転載した
























はすなわち現代の風刺である。”（『堺利彦全集』６  法律文化社  ２２０-２２１頁）
　福田は「識らざる神」と題して、以下のような短文を載せた。
　　  「『われ途を行くとき 爾曹 が
なんじら
 敬拝 ふ


















































































































































































































































クス主義の学理的研究を包括的に展望した最初期の「社会主義研究の栞」（『慶応義塾学報』１１１：M  ３９.１１） 
から晩年までその研究を続けた。批判ばかりでなく、マルクスが経済発展の真意を喝破したとする（『続経
済学講義』第１編　大倉書店 T ２  ４２-４３頁：『経済学全集』第１集「経済学講義」７４５頁）などにも、評価
の一端が表れている。マルクス評論には『労働経済講話』（『国民経済講話』坤前冊　佐藤出版部  T ７）な
ど、アジア社会論研究には『唯物史観経済史出立点の再吟味』（改造社　S ３）がある。“福田はマルクス経
済学者にはならなかったが、マルクス経済学の問題提起を日本に紹介した１人となった。”（池尾愛子『日本










３） Lujo Brentano, １８４４-１９３１ ドイツ新歴史学派の経済学者。ドイツ社会政策協会の設立（１８７３）を指導す。労働
者の組合結成の権利を認め、労働保険、工場法による労働保護の必要を主張。Die Arbeitergilden der 
Gegenwart. ２  v. １８７１-７２（邦訳『現代労働組合論』）などを著す。福田のミュンヘン大学留学時代、経済学を






聞』の切り抜きを同封した。それは以下の‘Socialist Daily in Japan’の英文記事であろう。『日刊平民新聞』
The Heimin Shimbun は天下に向かって社会主義的思想を弘通するにあり、世界における社会主義的運動を
応援するにあるという「宣言」を掲げ、右下欄に‘Socialist Daily in Japan’の題を付して、“Socialist movement 
in Japan has last achieved such a development as to have a daily paper. ... Heimin Shimbun means proletarian’
s paper.” と記す。シカゴやフランスの社会主義紙も苦闘しているが、我等の新聞はそれ以上の厳しいものが
あろう。我等の新聞は国内の商業主義や世俗主義の他紙に抗し、“We have only to march through under the red 












































１２） 『復興経済の原理及若干問題』 同文館  T１３、『経済学全集』第６集４所収、復興事業の第一は人間の復興と
主張した。
１３） 中山伊知郎「福田博士の経済学」（『中山伊知郎全集』１７：S４８　５５１頁、初出「三田評論」６７６：S４３.１１）
１４） 『万朝報』は‘よろず重宝’のシャレから命名された。１８９２（明治２５）年１１月１日 黒岩涙香（１８６２-１９２０） 
が朝報社（のち万朝報社）から発刊。日露戦争開始当時は黒岩も非戦の立場にあったが、主戦論が主流にな
るとそれに転じ、内村、幸徳、堺の退社を招いた。
      涙香は名文家として知られ、福田は黒岩の「乃木将軍の自殺を聞きて」（『万朝報』６８８２：T１.９.２）に讃嘆
し、「生涯にタッタ一度でいい。ああいう名文を書いてみたい」と言った。（ 野依秀市『明治の人・大正の
人・昭和の人』 実業之世界社　S４３  １５６頁）
１５） 『週刊平民新聞』（平民社）は大塚駅近くの幸徳の借家を拠点に M３６.１１.１５ 発刊、第６４号（M３８.１.２９）終刊。
平民主義・社会主義・平和主義を巻頭の「宣言」に掲ぐ。第５３号（M３７.１１.１３）には創刊１周年記念とし
て、マルクス、エンゲルス共著 『共産党宣言』（１８４８） の英語版 （Manifesto of the Communist Party translated 

















翻訳会社」”、“日本語では 「売文社」だが、英語の社名は「リテラリ ・ーエージェンシー（Literary Agency）」
で、山川均によれば「文筆代理業」である。そこには「売文」というニュアンスはない”（１４頁）と記す。










う。（小山仁示「『丸い顔』をめぐって」：『堺利彦全集』月報 No.５　１９７１.６  １頁）
２０） 松尾尊「大正デモクラシーと堺利彦」（同上月報  ６頁）






























































た。その結果 T ８.３堺等は遂に売文社を解散し、高畠等と分離した。T ８.５『新社会』は、新たにマルクス主
義を旗印として再出発したが、T９.１に『新社会評論』となり平民大学から発行された。
３３） 堺利彦『新社会』２：T４.１０　２２頁
３４） 『新社会』 １ （ １）：T４.９　新社会社発行　１６-２３頁、「新社会とは何ぞや」として、福田『黎明録』（T８.７）、同
『経済学全集』第６集１  所収。







３９） 大庭柯公「福田徳三論：対河上博士挑戦者」（『日本及日本人』７５９ : T８.６.１５）　８２頁














４４） 山川均 「大庭柯公さんと私」（同著『からす : 随筆集』日本評論社　S１０ 所収）、田中真人『高畠素之：日本
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期は『改造』よりも『解放』の方がはるかにラディカルだった。 （小田切進編　改訂増補『現代日本文芸
総覧』補巻　明治文献資料刊行会　H ４　７００-７０１頁）
４９） “...... 或る日、忽然として彼 [ 福田 ] の態度が一変した。彼は家の門前に立って居た処の、私の尾行巡査に
聞えよかしに散々私の危険人物たることを罵倒して私と別れた。” （前掲 「侠気と野次性の限度」：『祖国』 
S４.７  ５２頁）
   
５０） 『堺利彦全集』４　法律文化社　１９７１　４３３-４３９頁所収
　　 堺の福田に関する主な言論（年代順）は、「林氏の『新社会』」（『新社会』２：T４.１０）、「国民経済講話」（同 
 ３ （８）：T６.４.１）、「日本に社会主義起こる乎：福田徳三氏の意見を紹介し且つ聊か之を批評す」（同 ４ （５）：
T７.２.１）、「極窮権、緊急権」（同５ （２）：T７.１０.１）、「日本思想界の動乱」（同５ （６）：T８.２.１）、「福田徳三君を
評す」（『不平』T８.３、『新社会』６ （１）：T８.５.１に転載）、「一石二鳥の効果：福田博士の『解放論』および
『資本論』を評す （『新社会』６ （４）：T８.９.１）、「福田時代から河上時代へ」（『改造』１ （９）：T８.１２.１）、「侠
気と野次性の限度」（『祖国』S４.７.１）。大半が大正年７、８年に集中する。





















５４） 『小泉信三全集』１４　文芸春秋社　S４２  １４頁、初出：『文芸春秋』 S２２.６
















５８） 「日本社会主義運動史話」：『堺利彦全集』６  中央公論社　２８１頁、同　法律文化社　２４９頁






















６２） この時期の福田の活動については、拙稿 「福田徳三とは－その人となり（３） 関東大震災をめぐって」





６４） 前掲「日本社会主義運動史話」：『堺利彦全集』６  中央公論社  ２７３-２７４頁、同  法律文化社  ２４２頁
６５） 前掲　堺「侠気と野次性の限度」 ５１頁
６６）６７）宮島英昭「１９２０年代初頭の“社会政策的自由主義”： 福田徳三の「労働国家論」を中心として」（『社会





経済』講談社  S５５  ２２９頁）。
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